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「
６
年
連
続
で
組
織
拡
大
達
成
。
更
な
る
拡
大
で
、

仲
間
の
健
康
と
仕
事
と
生
活
を
守
り
抜
こ
う
」。
建
設

山
口
は
第
54
回
定
期
大
会
を
６
月
30
日
、
山
口
市
の

ホ
テ
ル
「
か
め
福
」
で
開
催
。
代
議
員
１
０
８
人
、
役

員
40
人
、
来
賓
22
人
な
ど
総
勢
２
０
４
人
が
参
加
し
、

１
万
２
千
人
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
柱
に
し
た
平
成

31
年
度
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
、
新
執
行
委
員
長
に
吉
村
修
さ
ん
（
宇
部
）
を
再

任
す
る
な
ど
、
新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
40
分
に
開
会
。

議
長
団
に
中
野
弘
志
さ
ん

（
小
野
田
）、
北
乗
誠
さ
ん

（
吉
南
）
を
選
出
し
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代

表
し
吉
村
執
行
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
全
建

総
連
田
口
書
記
次
長
か
ら

中
央
情
勢
報
告
が
あ
り
、

「
若
年
者
に
魅
力
あ
る
建

設
業
に
す
る
運
動
を
日
本

全
体
で
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
皆
さ
ん
と
一
丸

と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
来
賓
あ
い
さ

つ
で
は
、
岸
信
夫
・
衆
議

院
議
員
、
桝
屋
敬
悟
・
衆

議
院
議
員
、
地
元
国
会
議

員
の
秘
書
の
方
々
、
山
口

県
議
会
を
代
表
し
て
島
田

教
明
・
県
議
会
議
長
柳
居

俊
学
代
理
、
森
若
峰
存
・

山
口
県
土
木
建
築
部
長
、

岩
舘
高
志
・
中
建
国
保
常

務
理
事
、
岩
田
忠
二
・
広

島
県
建
設
労
働
組
合
執
行

委
員
長
、
池
田
邦
一
・
岡

山
県
建
設
労
働
組
合
執
行

委
員
長
、
中
繁
尊
範
・
山

口
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

会
長
並
び
に
こ
く
み
ん
共

済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
本
部
長
か
ら

激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し

た
。

　

大
会
成
立
宣
言
の
後
、

平
成
30
年
度
一
般
経
過
報

告
・
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑

で
は
、
批
判
的
な
質
問
で

も
取
り
上
げ
て
欲
し
い
等

の
要
望
が
出
さ
れ
、「
基

本
的
に
は
皆
さ
ん
の
意
見

を
集
約
し
て
、
執
行
委
員

会
で
議
論
し
て
い
た
だ

く
」
等
の
執
行
部
の
答
弁

の
後
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

午
後
か
ら
は
平
成
31
年

度
運
動
方
針
案
と
予
算
案

を
一
括
提
案
。
選
挙
管
理

委
員
会
に
関
す
る
質
問
等

が
出
さ
れ
、「
問
題
点
が

あ
れ
ば
、
執
行
委
員
会
等

で
議
論
し
て
い
く
」
と
の

執
行
部
答
弁
の
後
、
大
き

な
拍
手
で
運
動
方
針
と
予

算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
個
人
表
彰
、

組
織
拡
大
支
部
へ
の
表
彰
、

特
別
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、

平
成
31
・
令
和
２
年
度
の

役
員
選
出
へ
。
書
記
長
に

つ
い
て
は
定
数
を
超
え
た

た
め
選
挙
を
行
い
、
吉
村

修
・
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
と
す
る
新
執
行
部
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
役
員
を
代
表
し
て

穴
見
泰
夫
さ
ん
（
下
関
）

が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
新

役
員
を
代
表
し
て
吉
村
執

行
委
員
長
の
決
意
表
明
。

大
会
宣
言
と
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
採
択
し
、
最
後
に

田
口
全
建
総
連
書
記
次
長

が
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行

い
、
参
加
者
全
員
で
今
後

の
建
設
山
口
の
更
な
る
発

展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

組
合
が
運

営
す
る
山
口

建
設
高
等
職

業
訓
練
校

（
木
造
建
築

科
）
で
は
、

平
成
31
年
度

の
入
校
式
を

４
月
25
日
建

設
山
口
本
部

会
館
に
お
い

て
開
催
し
ま

し
た
。

　

近
年
は
全

国
的
に
若
年

者
の
入
職
が

減
少
し
、
山

■
求
人
情
報
の
ご
利

用
を

　「
仕
事
の
関
係
で
職
人

さ
ん
や
従
業
員
が
必
要

な
ん
だ
が
…
」
そ
ん
な

要
望
に
応
え
る
た
め
建

設
山
口
で
は
、
求
人
情

報
を
本
部
を
通
じ
て
、

県
下
各
支
部
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、

指
定
の
「
建
設
山
口
求

人
票
」
を
本
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
部

か
ら
県
下
各
支
部
に
送

付
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
組
合
事
務
所
ま
で
。

組
合
員
の
暮
ら
し
守
り
ぬ
く

新
執
行
部
体
制
ス
タ
ー
ト

「統一と団結」のもと更なる発展を

議
長
／
中
野
弘
志
（
小

野
田
）
北
乗
誠
（
吉
南
）

書
記
／
清
水
茂
（
下
松
）

河
野
公
彦
（
熊
毛
南
）

上
田
郁
（
本
部
）

資
格
審
査
委
員
／
佐
々

木
浩
之
（
柳
井
）
岡
義

智
（
阿
東
）
山
内
亮
（
岩

国
）
島
根
政
義
（
宇
部
）

選
挙
管
理
委
員
会
／
大

村
良
夫
（
下
関
）
井
町

健
一
（
徳
山
）
亀
田
智

晴
（
豊
浦
）
村
田
保
（
長

門
）
木
村
辰
徳
（
萩
）

金
光
紳
八
郎
（
光
）
安

田
宏
（
防
府
）

大
会
諸
役
員

知識・技術を学ぶ２年間が始まる

代議員、役員、来賓など総勢204人が参加（山口市　ホテルかめ福）

第 54 回
定期大会

議
事
録
署
名
人
／
町
田

裕
介
（
美
祢
）
村
上
康

伸
（
山
口
）

◆
組
織
拡
大
数

　

下
松
支
部
・
山
口
支

部
・
岩
国
支
部
・
吉
南

支
部

◆
組
織
拡
大
率

　

豊
浦
支
部
・
熊
毛
南

支
部

　

森
中
美
雄
（
岩
国
）

　

磯
村
貴
之
（
下
松
）

　

小
池
延
幸
（
岩
国
）

田
中
満
男
（
岩
国
）
城

前
知
弘
（
宇
部
）
河
村

雅
伸
（
小
野
田
）
田
村

豪
勇
（
下
関
）
穴
見
泰

夫（
下
関
）吉
村
典
之（
徳

山
）
吉
崎
和
成
（
柳
井
）

支
部
表
彰

個
人
表
彰

特
別
表
彰

退
任
さ
れ
た
役
員

　　　　

中野さん（左）と北乗さん

山口建設高等職業訓練校

2 年ぶりの開校

口
県
で
も
訓
練
生
の
確
保

が
難
し
く
、
昨
年
は
休
校

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
は
み

な
さ
ん
の
御
協
力
も
あ
り

女
性
２
人
を
含
む
６
人
の

訓
練
生
を
迎
え
、
開
校
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

働
き
な
が
ら
訓
練
校
に

通
い
、
知
識
と
技
術
を
学

ぶ
こ
と
を
２
年
間
継
続
す

る
の
は
非
常
に
大
変
な
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
訓

練
生
は
指
導
員
の
先
生
方

と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

執
行
委
員
長

　
　

吉
村　
　

修
（
宇　

部
）

副
執
行
委
員
長

　
　

青
木　
　

保
（
小
野
田
）

　
　

今
地
幾
太
郎
（
下　

松
）

　
　

藤
田　

裕
政
（
長　

門
）

書
記
長

　
　

小
林　

和
弘
（
山　

口
）

会　

計

　
　

来
島　

正
利
（　

萩　

）

会
計
監
査

　
　

河
嶋　

健
司
（
吉　

南
）

　
　

河
野　

雅
次
（
長　

門
）

　
　

瀧
口　
　

治
（
美　

祢
）

組
織
対
策
部

　

◎
山
田　

好
男
（
吉　

南
）

　

○
山
本　

英
治
（
岩　

国
）

　
　

中
村　

孝
之
（
下　

関
）

社
保
対
部
（
共
済
福
祉
部
）

　

◎
藤
井　

洋
巳
（
熊
毛
南
）

　

○
齊
藤　

博
行
（
小
野
田
）

　
　

松
永　

裕
治
（
岩　

国
）

　
　

宮
脇　

光
義
（　

萩　

）

　
　

佐
々
木
浩
之
（
柳　

井
）

賃
金
対
策
部

　

◎
久
保
登
志
正
（
徳　

山
）

　

○
為
栗　

正
美
（
山　

口
）

　
　

長
井　

悦
則
（
宇　

部
）

　
　

橋
本　

信
康
（
下　

松
）

技
術
対
策
部

　

◎
荒
木　

泰
司
（
下　

関
）

　

○
𦿷　
　

祐
輔
（
豊　

浦
）

　
　

山
内　
　

亮
（
岩　

国
）

　
　

徳
原　

栄
治
（
徳　

山
）

　
　

村
岡　
　

進
（
長　

門
）

教
育
宣
伝
部

　

◎
熊
谷　

龍
夫
（
山　

口
）

　

○
原
田　

広
人
（
吉　

南
）

　
　

酒
井　

秀
昭
（
小
野
田
）

　
　

藤
井　

龍
夫
（
下　

松
）

　
　

金
子　

浩
一
（
下　

関
）

税
金
対
策
部

　

◎
近
崎　

秀
幸
（　

光　

）

　

○
末
広　

武
夫
（
宇　

部
）

　
　

浜
下　

照
文
（
下　

松
）

　
　

中
村　

廣
昭
（
防　

府
）

住
宅
対
策
部

　

◎
曽
我　
　

隆
（
防　

府
）

　

○
山
本　

克
巳
（
阿　

東
）

　
　

橋
本　

晴
夫
（
宇　

部
）

　
　

内
山　

秋
久
（
山　

口
）

労
働
対
策
部

　

◎
林　
　

主
行
（
美　

祢
）

　

○
山
﨑　

皓
生
（
吉　

南
）

　
　

上
田　
　

司
（
岩　

国
）

　
　

福
田　

雅
文
（
宇　

部
）

青
年
部

　

◎
折
口　

大
介
（
阿　

東
）

　

◎
は
部
長
、
○
は
副
部
長

令
和
元
・
２
年
度
役
員
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全
国
49
県
連
・
組
合
か

ら
３
６
１
１
人
が
参
加

し
、「
全
建
総
連
６
・
26
賃

全国49県連・組合から3,611人が参加

今年度の事業計画を承認

賃
金
単
価
引
き
上
げ
へ

全
国
の
仲
間
と
団
結
し
て

三団体総会

高校生が技能体験
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」が
６
月
26
日
、
東
京
・

日
比
谷
大
音
楽
堂
・
小
音

楽
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

建
設
山
口

か
ら
は
、
吉

村
執
行
委
員

長
を
は
じ

め
、
代
表
15

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に

吉
田
中
央
執

行
委
員
長
が

主
催
者
あ
い

さ
つ
。
そ
の

後
、
各
政
党

代
表
か
ら
激

励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、

勝
野
書
記
長

か
ら
情
勢
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
青
協
の
決
意
表
明

に
続
い
て
決
議
案
を
大
き

な
拍
手
で
採
択
、
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
し
た
の
ち
、

全
国
の
仲
間
と
会
場
で
あ

る
日
比
谷
公
園
か
ら
東
京

駅
ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
設
山
口
の
参

加
者
は
午
前
中
に
２
班
に

分
か
れ
、
地
元
国
会
議
員

要
請
行
動
を
実
施
。
地
元

選
出
国
会
議
員
の
議
員
会

館
事
務
所
を
訪
れ
、
建
設

国
保
の
育
成
・
強
化
に
つ

い
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

特
に
河
村
建
夫
衆
議
院
議

員
、
高
村
正
大
衆
議
院
議

員
に
は
御
本
人
に
直
接
お

会
い
し
て
要
請
書
を
手
渡

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
、
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
や
年
末
ま
で
続
く

予
算
確
保
に
向
け
た
運
動

に
、
全
国
の
仲
間
と
団
結

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

やまぐち建設業魅力発見フェア

建設業の関心を高める
　

技
能
体
験
等
を
通
じ
て

高
校
生
に
建
設
産
業
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
い
、
県
内
建
設
産
業
へ

の
入
職
意
欲
の
醸
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
や
ま
ぐ
ち
建
設
産
業
魅
力

発
見
フ
ェ
ア
」
が
６
月
４

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、（
一
社
）
山

口
県
住
宅
建
設
協
会
と
し

て
昨
年
に
引
き
続
き
大
工

職
の
技
能
体
験
を
実
施
。

今
回
は
女
性
技
能
者
２
人

も
参
加
し
、
９
人

の
指
導
員
で
対
応

し
ま
し
た
。

　

と
び
・
鉄
筋
・

畳
な
ど
の
他
団
体

の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
中
、「
木
組

み
体
験
」「
カ
ン
ナ

削
り
体
験
」
に
加

え
、「
仕
口
・
継
ぎ

手
の
展
示
」
も
行

い
、
大
工
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
企
業

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し

た
が
、
中
で
も「
木
組
み
体

験
」と「
カ
ン
ナ
削
り
体
験
」

は
目
を
引
き
、
多
く
の
生
徒

に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
「
く
ぎ
を
使
わ
ず
に
組
み

立
て
ら
れ
る
こ
と
に
驚
い

た
。」「
思
っ
た
よ
り
カ
ン
ナ

削
り
は
難
し
か
っ
た
が
、
楽

し
か
っ
た
。」な
ど
の
生
徒

の
感
想
も
聞
か
れ
、
指
導
員

に
と
っ
て
も
大
変
充
実
し

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女性技能者も参加し指導に当たる

　

組
合
で
は
、
木
造
建

築
物
の
組
立
て
等
作
業

主
任
者
技
能
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

　

軒
高
５
ｍ
以
上
の
木

造
建
築
物
の
構
造
部
材

の
組
立
て
又
は
こ
れ
に

伴
う
屋
根
下
地
若
し
く

は
外
壁
下
地
の
取
付
作

業
に
つ
い
て
は
、
木
建

の
作
業
主
任
者
を
選
任

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
上
、
こ
の
資
格
が

必
要
な
方
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
24
日
（
火
）

　
　
　

９
月
25
日（
水
）

　

両
日
と
も
８
時
50
分

か
ら
17
時

【
場
所
】
山
口
市
「
建
設

山
口
本
部
会
館
」

【
〆
切
】
９
月
６
日
（
金
）

【
受
講
料
】

　

５
０
０
０
円

【
テ
キ
ス
ト
代
】

　

１
３
０
０
円
（
建
設

山
口
組
合
員
は
５
０
０

円
に
な
り
ま
す
）

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
所
属
の
支
部
ま

た
は
本
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

このような現場では作業主任者を選任

木建の技能講習
9月に組合主催で

軒の高さ
５m以上

地盤面まで

建設山口本部会館で開催

　

建
設
山
口
の
中
に
あ
る

三
団
体
（
中
建
国
保
組
合

山
口
県
支
部
・
一
般
社
団

法
人
山
口
県
住
宅
建
設
協

会
・
山
口
県
建
設
職
業
訓

練
協
会
）
の
総
会
を
５
月

21
日
、
建
設
山
口
本
部
会

館
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
の
後
、
新

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
建
設
職

業
訓
練
協
会
と
し
て
運
営

し
て
い
る
職
業
訓
練
校
は
、

各
支
部
、
組
合
員
さ
ん
の

御
協
力
の
お
か
げ
で
、
２

年
ぶ
り
に
開
校
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
来
年
度
の

訓
練
生
確
保
に
関
し
ま
し

て
も
組
合
員
さ
ん
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

青年部主婦の会

運
動
方
針
を
決
定

組
織
拡
大
に
協
力

みんなでガンバロー三唱11支部37人が参加

　

４
月
28
日
、
青
年
部
は

15
支
部
30
人
の
参
加
の
も

と
、
第
50
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
員
が

　

５
月
13
日
、
第
40
回
主

婦
の
会
総
会
を
11
支
部
37

人
が
参
加
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

ス
ー
ツ
を
着
用
で
臨
み
、

平
成
31
年
度
の
運
動
方
針

と
要
求
予
算
を
決
定
。

　
役
員
改
選
が
あ
り
、
青
年

部
長
に
折
口
大
介（
阿
東
）

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
未
加
入
の
青
年
層

へ
加
入
の
働
き
掛
け
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
建

設
山
口
の
担
い
手
と
し
て

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
組
合
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
を
確

認
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を

学
習
し
、
未
加
入
者
へ
組

合
加
入
を
働
き
か
け
、
組

織
拡
大
に
協
力
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
役
員
改
選

で
は
、
会
長
の
宇
部
支
部

の
長
谷
美
枝
子
さ
ん
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

加入年齢（歳）　積立期間（年）　払 込 金 額　一  時  金
10年確定
年金（月額）

10年保証期間
付 終 身 年 金
（男性月額）

55歳         10        2,400,000   2,473,700     21,600         12,100

55歳         10        1,000,000   1,099,500    【9,600】        【5,400】

年金共済まごころ
月々5,000円から老後の
ゆとりを育ててみませんか？

①全建総連の組合員のための年金共済制度。
月払・１口5,000円から20口10万円まで（掛
金見直しも可能）。
②掛金は、毎月26日に自動引落。
③月払い加入者は１口10万円単位で「一時払積
増」が可能【年２回】。

④一部引き出し可能。
⑤67歳まで加入ができ、
60～70歳の間で、年金ま
たは一時金での選択。

加入モデルケース加入モデルケース
■月４口（20,000円）で加入した場合

■一時払積増10口（100万円）を積増した場合

※この金額は、2019年現在のものです。将来の受取額をお約束するもの
　ではなく、現在の利回りが続いた場合であり、下回る場合もあります。

Ａ：現在、予定利率・年1.26％となってい
ますが、将来変更される場合があります。

Ａ：保険料は、一般の生命保険
料控除の対象で、年金で受け取
るときや一時金で受け取るとき
は、課税対象となります。

Ｑ＆ＡＱＱＱＱＱ＆＆＆＆＆＆＆＆ＡＡＡＡＱ＆Ａ

徴
特
の
ろ
こ
ご
ま

所属組合または全建総連年金共済事業本部
〒169-8650 東京都新宿区高田馬場２－７－15  TEL 03－3200－6221お問合せ ▼ホームページにアクセス

http://1bb.jp/kyosai/magokoro/

※事務手数料や、保険会社の事務手数料の関係
　で、元本割れ期間があります。

Ｑ１ 利回りはどうなっているの？Ｑ１ 利回りはどうなっているの？

Ｑ２ 税務上の扱いは？Ｑ２ 税務上の扱いは？
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来
年
度
の
国
保
組
合
に

対
す
る
補
助
金
の
現
行
水

準
の
確
保
を
求
め
る
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
全
建
総
連
傘

下
の
組
合
が
一
斉
に
取
り

組
む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
は
、
次
の
年
の

国
保
組
合
の
安
定
運
営
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
将
来

に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
国

保
組
合
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
約

２
万
８
０
０
０
枚
を
集
約

し
、
７
月
末
に
投
函
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

は
夏
と
秋
の
２
回
、
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏

も
全
支
部
で
組
織
人
員
の

２
倍
を
目
標
に
取
り
組
み
、

全
支
部
で
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
の

保
険
局
長
、
医
療
保
険
担

当
審
議
官
、
国
民
健
康
保

険
課
長
、
国
民
健
康
保
険

課
長
補
佐
の
４
名
へ
の
要

請
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
組
合
員
及
び
家
族
の
皆

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

登
山
靴

26

久光　義秋（光・大工 69）

三嶺 1,893m
（高知県・徳島県）

山
を
計
画
し
た
。

　
「
三
嶺
」
は
美
し
い
山

だ
と
聞
い
て
い
た
の
で

登
る
こ
と
に
決
め
た
が
、

セ
ー
リ
ン
グ
会
場
が
高

知
県
夜
須
町
海
岸
で
あ

る
。
高
知
県
側
の
登
山

口
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

徳
島
県
側
だ
と
国
体
応

援
に
遅
れ
る
懸
念
が
あ

る
の
で
、
高
知
県
の
白

髪
山
登
山
口
へ
向
か
う
。

　

道
は
狭
く
悪
路
で
あ

る
が
炭
焼
き
小
屋
の
人

に
出
会
い
近
辺
の
情
報

を
聞
く
。
白
髪
山
登
山

口
付
近
に
テ
ン
ト
を
設

　

何
年
前
か
な
ー
。
高

知
国
体
セ
ー
リ
ン
グ
競

技
の
応
援
に
出
か
け
た

つ
い
で
に
、
未
登
頂
の

営
、
夕
食
の
支
度
を
始

め
る
私
た
ち
だ
け
の
野

営
は
ラ
ジ
オ
が
社
会
と

の
接
点
だ
。
明
日
の
天

気
は
雨
模
様
の
予
報
で

あ
る
。

　

翌
日
は
天
気
予
報
ど

お
り
朝
か
ら
小
雨
。
簡

単
な
朝
食
だ
が
お
む
す

び
と
た
く
わ
ん
を
二
人

分
ザ
ッ
ク
に
入
れ
出
発
。

テ
ン
ト
は
雨
で
濡
れ
て

い
る
の
で
、
下
山
し
て

か
ら
片
付
け
る
こ
と
に

す
る
。

　

し
ば
ら
く
歩
く
と
剣

山
か
ら
の
縦
走
路
と
合

流
、
相
変
わ
ら
ず
小
雨

は
降
り
続
い
て
い
る
。

直
登
気
味
の
登
山
路
は

雨
で
滑
り
や
す
く
、
下

り
は
難
儀
だ
。
視
界
が

開
け
る
と
西
の
天
狗
塚
、

北
に
三
嶺
の
主
稜
、
南

に
石
立
山
の
尖
峰
が
ガ

ス
に
煙
っ
て
幻
想
的
に

毅
然
と
座
し
て
い
る
。

四
国
随
一
の
風
景
か
も

し
れ
な
い
な
ぁ
と
感
じ

な
が
ら
、
九
合
目
の
急

三嶺山頂（ミウネと呼びサンレイとも呼ぶ）

坂
を
登
り
切
る
と
山
頂

の
標
識
が
立
っ
て
い
た
。

雨
と
ガ
ス
で
眺
望
は
望

め
な
か
っ
た
。

　

下
山
し
て
国
体
会
場

ま
で
行
く
予
定
な
の
で
、

お
む
す
び
を
食
べ
早
々

に
下
山
し
、
テ
ン
ト
を

撤
収
し
太
平
洋
ま
で
近

道
の
県
道
を
走
る
が
、

四
国
の
県
道
は
林
道
な

み
で
不
安
と
驚
き
で
山

口
県
の
道
の
グ
レ
ー
ド

の
高
さ
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。

　

無
事
会
場
に
到
着
だ

が
強
風
で
レ
ー
ス
は
中

止
。
な
ん
じ
ゃ
。
こ
ん

な
こ
と
な
ら
天
狗
塚
ま

で
縦
走
す
れ
ば
よ
か
っ

た
ね
。

みなさんのハガキが要請の力に

支部 令和元年６月末
建設山口組合員数

4 月から
の増減数

阿　東 70 0 
岩　国 1,770 − 1 
宇　部 1,656 14 
小野田 577 10 
吉　南 1,030 0 
下　松 1,249 36 
熊毛南 257 1 
下　関 1,172 − 25 
徳　山 755 1 
豊　浦 183 − 1 
長　門 176 0 

萩 194 − 7 
光 248 6 

防　府 950 − 1 
美　祢 169 − 1 
山　口 1,134 9 
柳　井 436 1 

計 12,026人 42 

見
慣
れ
た
景
色
が

観
光
名
所
に

防
府　

阿
部　

夕
貴

（
主　

婦
）

　

昔
か
ら
あ
た
り
ま
え
の

よ
う
に
見
て
い
た
周
南
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
夜
景
。
そ

れ
が
観
光
に
な
る
な
ん
て

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
日
頃
普
通
だ

と
思
っ
て
い
る
景
色
も
、

癒
し
に
な
っ
た
り
す
る
ん

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
４
倍

大
変
さ
も
４
倍

熊
毛
南　

大
峯　

綾

（
主　

婦
）

　

４
人
の
育
児
に
奮
闘
中

で
す
。
下
は
１
歳
、
上
は

10
歳
。
し
あ
わ
せ
４
倍
、

大
変
さ
も
４
倍
。

　

み
ん
な
が
い
る
か
ら
マ

マ
は
幸
せ
だ
よ
。

主
婦
の
会
を

毎
回
楽
し
み
に

　

徳
山　

藤
本　

靖
子

（
事　

務
）

　

主
婦
の
会
を
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
講
演
が

生
活
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ー
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
ー

全
支
部
で
目
標
達
成

健診を受けよう
自分のため、
家族のため

　

令
和
元
年
度
の
中
建
国

保
の
健
康
診
査
事
業
は
、

全
て
の
組
合
員
と
20
歳
以

上
の
家
族
被
保
険
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
に
よ
っ
て
、
特
定
健

診
と
一
般
健
診
に
分
か
れ
ま

す
が
、
健
診
内
容
は
同
じ
で

す
。
健
診
内
容
は
、
①
基
本

健
診
②
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
③
が
ん
検
診
を
セ
ッ

ト
に
し
て
１
万
１
０
０
０
円

ま
で
中
建
国
保
で
費
用
負
担

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
目
標
実
施
率

は
、
実
現
可
能
な
目
標
値

（
健
康
診
査
61
・
５
％
、

保
健
指
導
14
％
）
を
定
め

て
い
ま
す
。「
早
期
に
病

気
が
み
つ
か
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
も
多
数
あ
り
、

健
診
を
き
っ
か
け
に
生
活

習
慣
病
の
改
善
に
取
り
組

む
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ

り
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
る
こ
と
が
中
建
国
保
の

健
康
家
庭
祝
金
の
支
給
要

件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
診
事
業
の
詳
細
は
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
職
員
の
紹
介

　

は
じ
め
ま
し
て
、
横
沼

小
百
合
と
申
し
ま
す
。
４

月
か
ら
入
局
い
た
し
ま
し

た
。
学
生
時
代
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

旅
行
が
好
き
で
、
海
外
を

一
人
旅
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

一
日
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、
組
合
員
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

横沼さん

組
織
拡
大
に
ご
協
力
を

12,026人
６月末組合員数

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
、
令
和
元
年
６
月
末
現

在
、
１
万
２
０
２
６
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
は
組
合
の
今

年
度
の
目
標
で
あ
る

１
万
２
０
０
０
人
を
達
成

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。

　

現
場
等
で
様
々
な
職
種

の
建
設
業
で
働
く
方
に
会

わ
れ
た
と
き
、「
建
設
山

口
（
組
合
）
に
入
っ
て
い

ま
す
か
」
と
声
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

方
が
、
組
合
に
入
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
、

組
合
へ
の
加
入
を
勧
め
て

く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
魅
力
や
メ
リ
ッ

ト
（
中
建
国
保･

労
働
保

険
・
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
組
織
拡
大

に
向
け
た
御
協
力
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

重症度 症　状 対　応 

Ⅰ度 

Ⅱ度 

Ⅲ度 

・めまい、立ちくらみがある 
・筋肉のこむら返りがある（痛い） 
・汗が拭いても拭いても出てくる 

・頭ががんがんする（頭痛） 
・吐き気がする、吐く 
・体がだるい（倦怠感・虚脱感） 

・意識が無い 
・体がひきつける（痙攣） 
・呼びかけに対し返事がおかしい 
・真っすぐに歩けない、走れない 
・高い体温である 

冷所に移し、安静にして体を冷やしましょう
水分・塩分を補給しましょう

Ⅰ度、Ⅱ度の対応をしながら、すぐに救急車で
病院に運びましょう

Ⅰ度の対応に加え、必ず誰かが付き添うように
しましょう
症状が改善しなければすぐに病院へ運びましょう

熱
中症に

ご注意を

　昨年の夏は猛暑の影響で、
熱中症による死亡災害が前
の年に比べ 12 人多い28人と
なり、その中でも建設業が
10 人と、最も死亡災害の多
い業種となっています。
　熱中症とは、高温・高熱
の場所で長い時間過ごし、
さらに作業や運動が加わる
と、皮下血管の拡張や発汗

で機能を維持しようとしま
すが、限度を超すと体内の
塩分喪失の症状だけでなく、
時に生命の危険を伴う障害
を招きます。
　熱中症の症状があらわれ
たら、すぐに医師などへ連
絡し、適切な指示を受けま
しょう。
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小野田　村田　克哉
（造園・34）

あ
り
ふ
れ
た

好
機

村田さん

　造園業に携わり17年。造園
師、庭師としての極意を学ぶた
め、高校卒業と同時に京都へ･･･
と言えばなんとなく聞こえはいいで
すが、京都の造園会社へ就職した当初
は、これといった心意気もなく、ただなん
となくその時のノリと勢いで行ったまでの
ことです。
　在学していた高校から、造園師として京
都へ行ける者は、それなりの実力と心得を
持っている者に限られ、エリートのみに声
がかかるというのは事実ではありますが、
そこに私が当てられたことに未だに疑問を
感じ、ぬぐいきれずにいます。
　しかし、今こうして造園師として独立開
業できているのも、高校卒業のときにいた

だいたチャンスをものにするこ
とができたからに相違ないと感じ
ています。チャンスというのはおそ

らくゴロゴロ転がっていて、ただそれ
に気が付けていないから滅多に無く感じ
るものなのだと思います。現に高校卒業後
の京都行きを当時チャンスだとは微塵も感
じていませんでした。
　事業に関わることだけに限らず、起こり
うる全ての現実をうまく受け止める姿勢で
いれば、中にはチャンスだと言えるものが
潜んでいるかもしれません。
　やりたくないことの中にも楽しさは潜む
ものだとも思うし、これからもいろいろな
物事に目を向け、挑戦していこうと思って
います。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
淡
い

↔

○
○

③
１
ド
ル
１
０
０
円
が

１
１
０
円
に
な
る
と
？

⑥
カ
メ
に
乗
っ
て
竜
宮
城

へ
。
○
○
○
○
太
郎
。

⑧
糸
を
た
ら
し
て
巣
を
張

り
ま
す
。
芥
川
龍
之
介

の
小
説
「
○
○
の
糸
」。

⑨
ラ
ジ
オ
な
ど
の
雑
音
や

騒
音
。

⑩
生
け
花
、
○
○
○
を
習

う
。

⑪
足
首
の
両
側
に
突
き
出

た
骨
は
？

⑬
預
金
や
貯
金
の
○
○
は
、

多
い
程
い
い
で
す
ね
。

⑮
液
体
を
入
れ
る
口
の
狭

い
容
器
。

⑰
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
」

と
言
え
ば
。

⑳
戸
や
障
子
の
下
の
横
木
。

㉑
二
日
酔
い
対
策
の
ド
リ

ン
ク
の
原
料
に
も
用
い

ら
れ
る
。
○
○
○
の
力
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
赤
ち
ゃ
ん
を
運
ん
で
く

る
鳥
。

②
た
の
む
こ
と
。
た
の
み
。

③
神
社
や
寺
に
納
め
る
絵

の
額
。

④
男
は
42
歳
、
女
は
33
歳

な
ど
の
歳
。

⑤
金
太
郎
が
ク
マ
と
取
り

ま
し
た
。

⑦
雨
か
ん
む
り
に
下
と
書

い
て
何
と
読
む
？

⑩
分
子
が
分
母
よ
り
大
の

数
。

⑫
７
月
の
誕
生
石
。
ヒ
ッ

ト
曲
、
○
○
○
の
指
輪
。

⑭
滝
の
近
く
に
行
く
と
か

か
り
ま
す
。
水
○
○
○
。

⑯
何
か
を
貸
す
こ
と
。
一

般
的
に
は
、
お
金
を
貸

す
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
ま
す
。
住
宅
○
○
○
。

⑱
○
○
は
友
を
呼
ぶ
。

⑲
自
分
だ
け
の
利
益
を
は

か
る
こ
と
。
○
○
主
義
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
９
月
４
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
291
号
解
答
◇

　

シ
ン
リ
ョ
ク

〈
当
選
者
〉【
宇
部
】
土
井

山
悠
治
・
草
園
祐
子
【
吉

南
】
浅
川
れ
い
子
・
米
倉

秀
章
【
下
松
】
脇
本
昭
夫
・

千
同
里
佳
【
長
門
】
宮
﨑

義
信
【
防
府
】
山
城
房
江
・

永
尾
仁
志
【
山
口
】
原
田

美
恵�

（
応
募
総
数
52
）

作・斉藤達夫

自主返納

い
や
あ
実
は

教
習
所
出
て
か
ら
は

ほ
と
ん
ど

運
転
し
と
ら
ん
し

ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ん
じ
ゃ
が
…

自
主
返
納

す
べ
き
!!

へ
え

優
良
運
転
者
？

こ
れ
で
も

20
年
間

無
事
故
・
無
違
反

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

重
大
事
故

原
因
は

操
作
ミ
ス
か
…

ホ
ン
ト

最
近
多
い
ね

そ
ろ
そ
ろ

ワ
シ
も

免
許
返
納

し
よ
う
か
と

思
う
と
る

運
転
に

不
安
が
あ
れ
ば

そ
う
す
る
べ
き

お
勧
め
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ベ
ー
カ
リ
ー

下
関
市
川
棚
温
泉
に
あ
る

手
作
り
ベ
ー
カ
リ
ー
「
ロ

ハ
ス
農
園
マ
マ
ズ
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

有
機
農
業
を
推
進
す
る

ロ
ハ
ス
農
園
の
ベ
ー
カ

　【
豊
浦
・
濵
﨑
好
宏
（
配

管
・
60
）】「
毛
利
侯
御
殿
湯
」

「
瓦
そ
ば
」
で
知
ら
れ
る
、

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
マ
ズ
」

で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に

こ
だ
わ
っ
た
材
料
を
使
っ

て
、
一
生
懸
命
作
っ
て
い

ま
す
。
厳
選
さ
れ
た
小
麦
、

自
社
農
園
で
作
っ
た
有
機

野
菜
等
を
使
っ
た
滋
味
あ

ふ
れ
る
パ
ン
が
並
び
ま
す
。

　

米
麹
か
ら
作
っ
た
自
家

製
塩
麴
を
使
っ
た
「
塩
麴

パ
ン
」
は
、
ト
ー
ス
ト
し

て
も
し
っ
と
り
、
ほ
の
か

な
甘
味
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

有
機
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

有機農業を推進するロハス農園のベーカリーショップ

使
っ
た
「
焼
き
カ
レ
ー
パ

ン
」、
レ
ー
ズ
ン
と
ク
ル
ミ

と
全
粒
粉
の
香
り
が
ひ
ろ

が
る
「
ノ
ア
レ
ザ
ン
」、
優

し
さ
の
中
に
も
し
っ
か
り

と
味
わ
い
の
あ
る
パ
ン
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

通
り
を
は
さ
ん
で
、
農

園
の
収
穫
物
の
直
売

シ
ョ
ッ
プ
「
ロ
ハ
ス
農
園

パ
パ
ズ
」
も
あ
り
ま
す
。

自
然
に
育
っ
た
有
機
野

菜
・
調
味
料
な
ど
安
心
安

全
な
有
機
加
工
食
品
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

湯
町
の
中
心
に
あ
り
、

温
泉
散
策
の
際
に
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

A

E

C

B

D

1

6

9

13

20

2

14

17

7

11

18

3

12

15

10

21

4

8

19

5

16

様々なパンを取り揃え

「ロハス農園ママズ」
下関市豊浦町川棚湯町5158

TEL 083-775-2001
10時～18時
定休日木曜日
駐車場６台

組
合
員
カ
ー
ド

で
得
し
よ
う

　

県
内
の
シ
ダ
ッ
ク
ス

で
割
引
等
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。

　
「
建
設
山
口
組
合
員

カ
ー
ド
」
を
受
付
に
提
示
。

「
法
人
・
団
体
本
カ
ー
ド

（
青
色
）」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
以
降
は
、
そ
ち
ら
の

カ
ー
ド
を
提
示
。
次
の
い

ず
れ
か
の
特
典
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

●�

Ａ
コ
ー
ス　

ド
リ
ン
ク

人
数
分
サ
ー
ビ
ス

●�

Ｂ
コ
ー
ス　

ル
ー
ム
料

金
30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

お入りの支部にあります案内チラシに
必要事項を御記入のうえ、組合員カードといっしょにハーモニー
ランドチケット売場窓口に提示してください。5名様まで、上記特
別優待料金にてチケットをご購入いただけます。
詳しくはお入りの支部へお問い合わせください。
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